
 県内で山羊のヨーネ病が発生！ 

＜発生状況＞ 
 ７月２２日、 1頭の成雄山羊が水様性下痢を呈し、死亡。病性
鑑定の結果、ヨーネ病と診断されました。 

ヨーネ病の症状 
 ヨーネ病は、慢性の頑固な下痢を主徴とする細菌感染症で、山羊だけ
でなく、牛、めん羊等の反芻獣が感染します。 
           ●牛での症状● 
             ○持続的な泥状、水様性下痢 
             ○泌乳停止 
             ○削痩 
             ○重症では下顎の浮腫 
 
 ヨーネ病は感染から長い期間を経て発症するのが特徴です。ワクチン
や治療薬もないため、導入の際は細心の注意が必要です。 
 
  
 
 
 
 
 

感染畜は発症していなくても、糞便中
に菌をばらまき、他の反芻獣への 

感染源となります。 

ヨーネ菌の殺菌には、消石灰や 
塩素系消毒薬（ビルコン等）が効果的です！ 
（パコマ、アストップ等の逆性せっけんは効果がありません） 

□  農場出入り口に消石灰は散布していますか？ 
□  立入者の靴の交換、あるいは消石灰を踏んでもらっていますか？ 
□  導入牛は隔離し、健康観察を行っていますか？ 
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